
学校番号 3023 

令和２年度 理科 

 

教科 理数 科目 理数化学(文) 単位数 1単位 年次 ２年次 

使用教科書 啓林館 「化学基礎」 

副教材等 
第一学習社「七訂版スクエア最新化学」 啓林館「センサー化学基礎」 

第一学習社「ビーライン化学基礎」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年の理数化学ではまず「酸塩基」「酸化還元」の単元を教科書に沿って学習するので、毎時間復

習は必ず行うこと。習ったことをその日のうちに少し見返す、その習慣の積み重ねが力になる。 

・化学基礎の範囲の学習がすべて終わったら、全範囲の復習を行う。センター試験問題集の「ビーラ

イン化学基礎」を用いて、単元に分けて復習を進めるので、決まった量の演習を各自行い、授業に

臨むこと。その際、わからない問題であってもすぐに解答を見るのではなく、教科書や図説、これ

までのプリントを参照するなどして、できるだけ自力で取り組むこと。 

・授業でも問題演習を多く取り入れる。周囲と教え合う、授業中に質問するなどして，積極的に授業

を受けるようにしてほしい。 

・内容の理解度確認として小テストも行う。 

２ 学習の到達目標 

・化学的な現象を理解する。 

・「化学基礎」の基礎的な内容を完全に理解し，３年次からのセンター試験対策につなげる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら化

学現象の関係に関心

をもち、意欲的に探

究しようとするとと

もに、科学的な見方

や考え方を身に付け

ている。 

化学現象の中に問題を

見いだし、探究する課

程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを適切に表現

している。 

化学現象に関する実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

化学現象について、

基本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d   

前
期 

物
質
の 

変
化 

・中和滴定 

・酸化還元の定義」 

・金属と酸化還元 

・電池電気分解・ 

・酸化還元滴定 

・酸化還元と人間生活 

〇   ○ 

a:酸塩基、酸化還元反応に関する現象に関心を

持ち、意欲的に探究しようとする。 

b:酸塩基の中和反応、酸化還元反応に関する現

象において、反応の量関係を考え導き出した

考えを適切に表現している。 

c:中和滴定、酸化還元反応に関する実験等を行

い、基本操作を習得するとともに、それらの

過程や結果を的確に記録、整理している。 

d:酸化還元反応について理解し、知識を身に付

けている。 

学習状況 

実験 

小テスト 

定期考査 

後
期 

化
学
基
礎
全
範
囲
の 

復
習 

化学基礎のすべての範

囲を演習しながら復習 
 ○  ○ 

a:これまで学習した化学基礎の範囲で，様々な

化学反応に関する現象に関心をもっている。 

b:物質量や濃度など，基本的な計算ができ，反

応式の量的関係を導き出した過程を適切に

表現している。 

c:化学基礎で学習する基本的な実験について、

基本操作を習得するとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理している。 

d:化学反応について理解し、知識を身に付けて

いる。 

学習状況 

小テスト 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


